
経済優先社会から人々が生きやすい社会へ

【３つの共同目標】
① 日本の経済を国民本位に転換し、

暮らしが豊かになる日本をめざしま

す② 日本国憲法を生かし、自由と人

権、民主主義が発展する日本をめざ

します③ 日米安保条約をなくし、非

核･非同盟・中立の平和な日本をめざ

します

日
本
に
あ
る
人
種
差
別

私
自
身
が
イ
ギ
リ
ス
の
市
民

権
を
持
つ
中
長
期
滞
在
者
で
す
。

13
年
間
イ
ギ
リ
ス
に
居
住
し
て
、

働
き
、
生
活
基
盤
が
あ
っ
た
の

で
市
民
権
を
取
り
ま
し
た
。
そ

う
い
う
立
場
も
あ
っ
て
、
日
本

で
は
「
日
本
人
」
か
「
非
・
日

本
人
」
か
の
差
異
が
日
常
生
活

を
営
む
上
で
も
残
酷
に
表
れ
て

い
る
と
実
感
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
を

う
け
て
、
４
月
３
日
か
ら
渡
航

制
限
が
厳
し
く
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
以
前
に
出
国
し
て
い
た
中

長
期
滞
在
者
で
も
い
ま
だ
に
日

本
に
帰
国
で
き
て
い
な
い
人
が

た
く
さ
ん
い
ま
す
。
名
古
屋
大

学
の
私
の
授
業
で
も
英
語
コ
ー

ス
一
年
生
９
人
中
、
４
人
が
大

学
に
戻
れ
て
い
な
い
。
日
本
で

働
き
、
家
族
を
持
ち
、
生
活
基

盤
が
あ
る
方
々
や
、
学
生
の
よ

う
に
ビ
ザ
を
持
っ
て
い
る
方
々

が
、
「
外
国
人
」
と
い
う
理
由

で
、
日
本
に
戻
っ
て
こ
ら
れ
な

い
の
は
感
染
拡
大
防
止
と
い
っ

て
も
割
り
切
れ
ま
せ
ん

日
本
に
居
住
す
る
外
国
人
労

働
者
の
方
々
も
渡
航
制
限
の
大

き
な
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。

近
年
、
日
本
は
経
済
の
要
請
に

よ
っ
て
、
多
く
の
外
国
人
労
働

者
の
受
け
入
れ
を
奨
励
し
て
き

ま
し
た
。
特
に
、
日
系
人
が
多

い
と
い
う
理
由
で
ブ
ラ
ジ
ル
な

ど
の
国
か
ら
積
極
的
に
受
け
れ

て
き
ま
し
た
。
感
染
拡
大
の
事

態
を
受
け
て
、
こ
う
し
た
外
国

人
労
働
者
の
中
に
は
失
業
の
危

機
に
あ
る
方
や
、
家
族
と
ず
っ

と
会
え
て
い
な
い
と
い
う
方
が

い
る
。
こ
れ
が
、
日
本
国
内
で

「
日
本
人
」
に
起
き
た
こ
と
な

ら
、
も
っ
と
批
判
が
起
き
る
は

ず
な
の
に
、
と
憤
り
を
感
じ
ま

す
。
こ
れ
は
、
や
は
り
日
本
に

あ
る
人
種
差
別

の
問
題
で
す
。

根
底
に
あ
る
日

本
の
国
家
観

ア
メ
リ
カ
や

イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の

よ
う
な
国
で
は

血
統
や
民
族
上

の
出
自
と
国
籍

（
市
民
権
）
を
得
る
こ
と
は
切

り
離
さ
れ
て
い
ま
す
。
対
し
て

日
本
国
籍
は
「
親
が
日
本
人
で

あ
る
か
ど
う
か
」
が
決
定
的
で
、

民
族
的
集
団
に
密
接
に
結
び
つ

け
ら
れ
て
い
る
。
日
本
民
族
で

日
本
語
を
話
す
人
が
「
日
本
人
」

と
い
う
考
え
方
が
強
固
で
す
が
、

実
は
戦
前
、
植
民
地
支
配
を
し

て
い
た
日
本
帝
国
は
多
民
族
国

家
だ
っ
た
の
で
す
。
「
八
紘
一

宇
」
と
い
う
言
葉
は
そ
の
証
拠

で
す
。
そ
れ
が
戦
後
、
一
つ
の

民
族
、
一
つ
の
言
語
の
国
と
い

う
風
に
日
本
と
い
う
国
に
対
す

る
理
解
が
変
わ
っ
て
き
た
。
最

近
は
「
日
本
人
は
す
ご
い
」
と

い
う
神
話
の
よ
う
な
話
が
繰
り

返
し
語
ら
れ
て
い
ま
す
。
実
際

の
生
活
は
外
国
人
な
し
で
は
回

ら
な
い
の
に
、
外
国
人
は
不
協

和
音
と
し
て
排
除
す
る
。
そ
う

で
は
な
い
国
家
の
在
り
方
が
問

わ
れ
て
い
ま
す
。
《
二
面
へ
》

インタ
ビュー

現
在
コ
ロ
ナ
禍
で
お
き
て
い
る
日
本
国
内
の
人
種
差
別
に
つ
い
て
警
鐘
を
な
ら
す
武
田
宏
子
さ
ん
。
ご
自
身
の
イ
ギ
リ
ス
生

活
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
者
の
立
場
か
ら
、
今
の
日
本
を
ど
う
見
る
か
、
７
月
中
旬
、
研
究
室
に
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

（
聞
き
手
・
山
本
晃
子

撮
影
・
近
田
美
保
子
）
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武田 宏子さん

た け だ ひ ろ こ

政治社会学、ジェンダー研究 名古屋大学
大学院法学研究科 教授
イギリスカーディフ大学、シェフィード大
学、東京大学で教鞭をとられた。
著書 The Routledge Handbook of Contemp
orary Japan (近刊、共編著)

「せめぎあい」の中で
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／
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差別・ジェンダー、コロナ禍で見えたもの

暑
中
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す

愛
西
市
未
来
を
ひ
ら
く
会

（
愛
西
革
新
懇
）

事
務
室
長

濵
﨑
裕
功

愛
知
県
の
西
に
あ
る
愛

西
市
で
す
。
人
口
６
万
。

雄
大
な
濃
尾
平
野
の
ど
真

ん
中
。
木
曽
川
、
長
良
川
、

揖
斐
川
の
合
流
点
近
く
で

す
。
愛
知
県
と
岐
阜
県
の

県
境
は
何
川
で
し
ょ
う
か
？

正
解
は
長
良
川
で
す
。
愛

知
県
北
部
は
木
曽
川
で
す

が
、
東
海
大
橋
を
過
ぎ
た

あ
た
り
か
ら
長
良
川
に
変

わ
り
ま
す
。
立
田
大
橋
を

渡
る
と
、
こ
こ
は
宝
暦
治

水
や
明
治
の
船
頭
平
閘
門

な
ど
木
曽
三
川
公
園
で
す
。

今
は
蓮
の
花
が
キ
レ
イ
で

す
。革

新
懇
の
歴
史
は
、
成

瀬
昇
さ
ん
（
故
人
）
の
地

元
で
も
あ
り
海
部
・
津
島

革
新
懇
と
し
て
結
成
。

「
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
革

新
懇
組
織
を
」
の
呼
び
掛

け
に
応
え
て
、
２
０
０
３

年
３
月
に
「
佐
織
未
来
を

ひ
ら
く
会
」
と
し
て
ス
タ
ー

ト
。
設
立
当
初
に
平
成
合

併
問
題
が
持
ち
上
が
り
、

「
住
民
投
票
で
合
併
の
是

非
を
問
え
」
の
署
名
行
動

を
展
開
し
ま
し
た
が
、
２

０
０
５
年
に
佐
屋
町
、
佐

織
町
、
立
田
村
、
八
開
村

が
合
併
し
愛
西
市
が
誕
生

し
ま
し
た
。

２
０
１
２
年
に
は
、
新

市
庁
舎
の
建
設
問
題
が
起

こ
り
ま
す
。
「
愛
西
市
庁

舎
統
合
・
増
築
に
関
す
る

住
民
投
票
」
条
例
請
求
運

動
を
展
開
、
３
４
６
名
の

受
任
者
と
賛
同
署
名
４
２

５
４
人
の
署
名
を
提
出
し

ま
す
が
、
議
会
で
否
決
さ

れ
ま
し
た
。
行
政
に
対
す

る
全
市
的
な
要
求
運
動
の

必
要
性
を
痛
感
し
、
２
０

１
８
年
愛
西
市
を
視
野
に

入
れ
た
「
愛
西
市
未
来
を

ひ
ら
く
会
」
に
組
織
変
更

し
ま
し
た
。
会
員
40
名
弱
、

13
人
の
世
話
人
で
月
１
回

の
世
話
人
会
で
課
題
を
確

認
し
な
が
ら
運
動
を
進
め

て
い
ま
す
。
現
在
18
議
席

の
う
ち
３
名
の
共
産
党
議

員
全
員
が
、
革
新
懇
の
中

心
メ
ン
バ
ー
で
す
。

２
年
前
か
ら
「
小
中
学

校
の
統
廃
合
」
問
題
が
浮

上
、
地
域
の
み
な
さ
ん
と

協
力
し
な
が
ら
４
回
の
学

習
会
を
成
功
さ
せ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
を
前
向
き
に
と

ら
え
「
少
人
数
学
級
を
子

供
た
ち
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

よ
う
」
と
11
月
８
日
に
５

回
目
の
学
習
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

わが街の
革新懇

隔月掲載です。

コロナ禍でも前向きに
―少人数学級を

プレゼントしよう―
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２
０
２
０
年
、
つ
い
に
開
講
！

「
メ
デ
ィ
ア
は
ど
う
支
配
さ

れ
て
い
る
か
」

永
田
浩
三
さ
ん
（
武
蔵
大
学
・

元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡

大
を
考
慮
し
て
開
催
を
延
期

し
て
い
た
連
続
憲
法
講
座
２

０
２
０
が
７
月
25
日
、
開
講

し
ま
し
た
。

第
一
回
目
の
講
師
は
元
Ｎ

Ｈ
Ｋ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
永

田
浩
三
さ
ん
。
東
京
の
講
師

と
愛
知
会
場
を
オ
ン
ラ
イ
ン

で
つ
な
い
で
の
受
講
と
い
う

初
め
て
の
試
み
で
し
た
。
参

加
者
は
36
名
。

永
田
さ
ん
は
「
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
と
は
声
を
上
げ
ら

れ
な
い
人
の
た
め
の
も
の
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。
ご
自
身

も
取
り
組
ま
れ
て
い
る
慰
安

婦
問
題
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
Ｅ
Ｔ
Ｖ

番
組
改
変
事
件
な
ど
を
と
り

あ
げ
、
政
治
と
メ
デ
ィ
ア
に

つ
い
て
赤
裸
々
に
語
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

次
回
お
知
ら
せ

◎
８
月
29
日

13
時
半
～

「
日
韓
関
係
を
ど
う
創
る
か
ー

死
刑
台
か
ら
教
壇
へ
ー
」

康

宗
憲
さ
ん
（
同
志
社
大

学
）

第
３
回
：
９
月
12
日
「
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
再
公
営
化
か
ら

学
ぶ
民
主
主
義
」
岸
本
聡
子

さ
ん
（
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ

ル
研
究
所
）

第
４
回
：
10
月
24
日
「
憲
法

が
受
け
止
め
る
多
様
な
世
界
」

岡
野
八
代
さ
ん
（
同
志
社
大

学
）

第
５
回
：
11
月
21
日
「
市
民

と
野
党
の
共
闘
か
ら
野
党
連

合
政
権
へ
」
冨
田
宏
治
さ
ん

（
関
西
学
院
大
学
）

第
６
回
：
12
月
19
日
「
現
代

に
お
け
る
天
皇
制
を
問
う
」

河
西
秀
哉
さ
ん
（
名
古
屋
大

学
）

2020年
連続憲法講座

いまこそ
憲 法

やるぞ！新署名
緊急署名推進

学習交流会
◆日時◆

９月８日（火）１８時半～

◆場所◆

労働会館東館ホール

◆講演◆

「安倍改憲の現状と
阻止の展望」

講師：渡辺治さん

（一橋大学名誉教授）

主催：憲法改悪反対愛知

共同センター

＊コロナ感染予防対策をとった上

での開催となります。

当日、講師にはオンラインで講

演いただく事も検討しております。


